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1. は じ め に

平成10年 度以降の大学入試センター試験 においては,公

民,地 理・歴史のB科 目,お よび理科のB科 目に含まれる

選択科目のテス トの平均点が大 きく異な り,ま たその原因

が試験問題の難易度に起因すると考 えられる場合には,分

位点差縮小法 とい う方法 を用いて得点調整 を行 うことに

なっている.本 稿では,そ の考 え方をまず概観 し,つ いで,

具体的な数値例を用いて,分 位点差縮小法を解説する.

大学入試センターにおいては,平 成8年 度 までは,い わ

ゆるテス ト理論(Gulliksen (1950)や 池田ら(1992)を 参

照)の 枠組 みにおいて等化 と呼ばれる手続 き(Braun & 

Holland, 1982, Kolen & Brennan, 1995,芝 ・渡辺,1988,

前川,1999な どを参照)を 援用 して選択科 目間の得点調整

を行うことが考えられていた.し かし,平 成9年 度に開催

された得点調整検討委員会 においては,こ の等化 と呼ばれ

る作業は,厳 密に言えば,同 じ学力 を測ろうとしている異

なるテス トの難易度の差異を調整する作業であり,大 学入

試セ ンター試験の例でいうな らば,同 一科 目の本試験 と追

試験の間の差異 を調整するために用いられるべ きものであ

ることが指摘された.ま た,現 行の入試制度の枠組みの中

で選択科 目間の得点調整方法を議論するためには,テ ス ト

理論の観点以外にもさまざまな要因を考慮する必要がある

ことが指摘された.そ の結果,

1. 得点調整 は,選 択科目のテス トの平均点に大きな差

(20点 以上の差)が 出た場合に緊急避難 的に行 うも

のであり,恒 常的にテス ト得点の標準化 ・尺度化 を

行 うものではない.

2. 素点の範囲内で調整 を行 うこと(0点 は0点 のまま,

満点は満点のまま).

3. 素点から調整点への変換は単調非減少関数 とし,か

つ,得 点調整によって素点が下がることはない.

4. 平均点差 をすべては詰めずに,調 整後 もある程度の

平均点差(α=15点)を 残す.ま た,調 整点の平均点

の順序 は,素 点の平:均点の順序 を保つ.

5. すべての対象科 目のテス ト得点 を調整す る(た とえ

ば,地歴において,地 理Bの 平均点 と日本史Bの 平均

点に大 きな差が見 られた場合,日 本史Bの 点数を上

げるだけではなく,世界史Bの 点数 も少し上げる).

6. 得点調整 に際 しては,他 の教科のテス ト(たとえば,

国語,数 学,外 国語)の 得点を利用しない.

という性質をもつ方法が望 ましい という結論に至 り,分 位

点差縮小法が考案されたのである.な お,こ の間の議論や,

上記の基本方針の根拠 は,平 成9年11月20日 に公開され

た,得 点調整検討委員会の「まとめ」や,真 弓,ほ か(1999),

前川(1999)ら にその詳細が掲載されているので参考にさ

れたい.

2. 分 位 点 差 縮 小 法

本 節で は,あ る教 科 において3つ の選 択科 目の テス トが

存在 す る場 合 に関 して分位 点差縮小 法の説明 を行 う.実 際,

理 科 の場合 は選択科 目の数 は4つ であ るが,3つ の場 合 と

本 質的 に変 わ らない.ま ず,こ れ らの テス トの得点 をx1,

x2,x3た だ し,0xj100,j=1,2,3と し,そ の分布 関数

をGj(x),j=1,2,3と す る(実 際 に は,テ ス ト得点 は非 負

の整 数 として観測 され るが,し ば ら くは連続量 として取 り

扱 う).ま た,各 テス トの平均 点 と標準偏 差 をそれ ぞれ(xj,

sj),j=1,2,3と す るが,一 般性 を失 う ことな く,x1<x2<

x3と す る.な お,最 高平均点 を もつ テス ト(こ の場合 はx3)

の 分 布 の こ とを,目 標分布 と呼 ぶ こ とが あ る.

これ らの記号 を使 うと,得 点調整 の方法 は以下 の ように

書 くことがで きる.

・x3-x1>20の 場 合 にのみ得点調 整 を行 う.

・素 点xjか ら,調 整 点zjへ の 変 換 をzj=qj(xj)と す る

と,0zj100で あ る.た だ し,x3は 変 換 しない.

・qj(xj)は 単 調非減 少関数 であ り
,zjxjで あ る.

・x3-z1=α=15

こ の ような条件 を満 たす変換 には さ まざ まな ものが考 え

られ るが,分 位 点差縮小 法 は この変換 として

zj=qj(xj)=wG3-1(Gj(xj))+(1-w)xj,j=1,2 (1)

を用 い る.た だ し,G3-1は パ ー セ ン トを与 えた ときにテス ト

3の 分位点 を算 出す るた めの分布関数 の逆関数,ま た,

w=1-α/x3-x1 (2)

で あ る.

な お,こ の変換((1)式)に よ り

zj=wx3+(1+w)xj (3)

と な る ことは,以 下 の ように して示 す こ とがで きる.(1)
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式 の第1項 の部分 を

yj=q'j(xj)=G3-1(Gj(xj)) (4)

と置 くと,こ れはいわ ゆ るテ ス ト理 論で い う ところの等百

分位法 に よるxjの 変換で あ り,yjはx3と 同一 の分布 をす

る ことにな る(付 録 を参 照).し た が って,yj=xjで あ るた

め,(3)式 が 成 り立 つ.ゆ えに,調 整 点 の平均 点差 はx3-z1

=α とな る.

分 位 点差縮小 法 とい う名称 は(1)式 を

zj=wyj+(1-w)xj (5)

と表 わ した ときに,調 整 点が,x3と 等 しい分 位点 を もつ等

百分位 法 によ る調 整点yjと,素 点xjの 中 間(wに よ る加重

平均)に ある ことに由来 してい る.

な お,調 整点zjの 分 布関 数Hjの 逆 関数 はHj-

1(p)=wG3-1(p)+(1 -w)Gj-1(p)
,0p1

と して与 え られ るこ とにな るが,こ の形 か らも,調 整 点の

分布関 数が,素 点の分布 関数 と目標 分布 の分布 関数 を横 軸

に沿 って加 重平均 した ものであ る ことがわ か る.ま た,そ

の密度 関数hjは

として与 え られ る.た だ し,gjは 各 テ ス トの密度関数 で あ

る.

な お,各 テス ト得点 の分布 が正規分 布で あれ ば,(4)式

が いわゆ る線形等 化法 と一 致す るため,分 位 点差縮小 法 に

よる変換 も線形 とな る.

た だ,実 際 には,整 数 として与 え られ るテス ト得点 の分

布か ら,上 記 の分布関数 とその逆 を求 めな けれ ばな らない.

その ための手続 きを,図1に 示 した架 空の3つ の100点 満

点の テス トの相対 累積 度数分布 と,表1に 示 した,そ の抜

粋(紙 面節 約の ため,10点 刻 み の もの を示 した)な らび に

平均点 と標 準偏差 を用 いて説 明す る.な お,こ の データで

は,α=15と して,(2)式 に よ り,w=0.404と な って いる.

実 際 の計 算 には(4)式 に示 され る等 百分位法 と(5)式 の

関係 を用 いた方が わか りや すい.(5)式 は分位 点差縮小 法

による変換 点 を求 め るた めには,(4)式 に よ る等百分位 法

の変換点 と素点 との重み付 きの平均 を とれ ば よい こ とを示

して いる.た とえば,表1か ら,G1(50)=0.6613を 得 るた

め,70<q'1(50)<80で あ るこ とがわか る.図1か ら,そ のお

お よその値 は,q'1(50)73で あ る ことが読 み とれ る.し た

が って,

q1(50)0.404×73+(1-0.404)×5059.2

を得 る.図1に,こ の過 程 を太 い実 線 で示 した.縦 軸 の

0.6613の と ころで このwに よる加 重平 均 の過 程 が示 され

てい る.な お,(5)式 に おいて はy1に か か る重 みがwで あ

るが,図 的に は,こ の加重平均 を表 わす点(三 角 で示 した)

は横 軸 に平行 な線分 をw:(1-w)に 分 割 す る点 とな ってい

る.な お,正 確 な値 を求 め るため には,表1に 示 されたG3

の値 か らその逆関数 を求 め る必要 が生 じるが,こ れ は,た

とえば,線 形 の補 間 を行 えばよい.同 様 の操作 を,x2=50に

関 して行 った例 を,図1の 細 い実線 で示 した.こ の場 合,

G2(50)=0.5279,q'2(50)69で あ るか ら

q2(50)0.404×69+(1-0.404)×5057.7

を得 る.結 果 は図 中 に丸印 で示 した.

上 記 の操作 を,各 テ ス トの観 測 されたすべ ての素点 に関

して行 えば,xj,zj,j=1,2の 対 応 表,い わ ゆる,変 換表 が

完成 す る.な お,テ ス ト得点 は正 の整 数で あ るこ とが要求

され る場合 が多 いため,変 換 表の作成 に際 して は,四 捨 五

図1 相対累積度数分布と分位点

表1 相対累積度数分布(10点 刻み)
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表2 変換表(10点 刻み)

図2 変換表

入 をする必要がある.こ れを,10点 刻みで表2と 図2に 示

した.な お,こ こでは,テ ス ト得点は離散変数 として扱わ

れているため,調 整点の得点分布は,素 点の度数分布表の

素数の列に変換を施 し,実 現 した調整点の度数分布を再計

算することによって求め られる.(変 換によって,度 数が0

になる値や,同 じ調整点に変換 される点が出現する).こ の

ようにして求めた調整点の相対累積度数分布 を表3と 図3

に示 した.こ れが,図1に 示された三角や丸印を結んだ も

の となっている.ま た,x1に 関 して,相 対度数分布の変化

を図4に 示した.実 線でつないだ分布が調整点の分布であ

るが,明 らかに右ヘシフ トしている.な お,同 じ調整点へ

変換された部分の度数が突出している.

最後に,G3がGjと 交わる場合 には,調整点が素点 より低

表3 変換点の相対累積度数分布(10点 刻み)

図3 変換点の相対累積度数分布

いもの となる可能性があるが,そ の場合 には,等 百分位法

において

yj<xjな らばyj=xj

とする.こ の結果,変 換後の得点(zj,j≠3とx3)は すべて

zjxjと なり,そ れ らの平均点の最大差が,(お よそ)α点

となる.な お,こ の際,平 均点の順序が逆転する可能性が

あるが,こ の事態への対処法 も考案されている.

3. ま と め

本稿では,大 学入試センター試験の選択科目間の平均点

が大幅に異なる場合に用いられる分位点差縮小法について
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図4 変換点の相対度数分布

解説 した.こ の方法は,先 にも述べたように,得 点調整 に

際するさまざまな社会的要請を満たす ものとして考案 され

たもので,純 粋に心理測定の見地から考案 された ものでは

ない.方 法を考案した得点調整検討委員会は,心 理測定や

統計の専門家のみならずさまざまな分野の専門家によって

構成 されていたが,各 委員の意見が,wと αの2つ の定数

の形で集約された ものであるといえる.心 理測定の立場 か

らは,目 標分布 として,平 均点60点 をもち0点 か ら100点

の範囲で正規分布 に近い形で分布するものを考え,α=0,

したがってw=1と いう形で等百分位法を行 うのがオーソ

ドックスであろうと思われる.し かし,平 成10年 度 に分位

点差縮小法による得点調整が実際に適用された際に,大 き

な抵抗 もなく受 け入れ られた ということは,大 学入試セン

ター試験の選択科目の得点調整法 として,こ の方法が社会

的 に認知 された とい う ことであ ろ う.

(2001年7月3日 受付)
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付 録:等 百分位法

分布 関数が単 調増加関 数で ある こ と,な らびに,Gj(Xj)

を確 率 変数 とみな した もの は区間[0,1]で 一様 分布 をす

る ことに注意 すれ ば,任 意の定数aに 関 して,

Pr(Yja)=Pr(G3-1(Gj(Xj))a)

=Pr(Gj(Xj)G3(a))

=G3(a)=Pr(X3a)

とな り,Yjの 分 布 はX3の 分 布 と等 し くなる.
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